
  

瀬
戸
市
に
お
い
て
は
同
時
期
に
ツ
リ
ー
を
飾
り
、
こ
の
運
動
に
賛

同
い
た
だ
け
る
方
に
パ
ー
プ
ル
の
リ
ボ
ン
を
ツ
リ
ー
に
飾
り
つ
け
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
を
し
た
と
こ
ろ
、
ツ
リ
ー
は
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

2021.3 

vol.21 

瀬戸市男女共同参画情報誌 

瀬
戸
市
で
は
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
プ
ラ
ン 

（
瀬
戸
市
女
性
活
躍
推
進
計
画
・
第
３
次
瀬
戸
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
）

に
基
づ
き
、「
性
別
に
関
わ
ら
ず
個
人
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
多
様
性
の
あ

る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
実
施

し
た
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

瀬
戸
市
で
は
、 

月
を
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
庁
舎
に
て
、
啓
発
パ
ネ
ル
展
示
を
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
ど
れ
だ
け
増
え
て
る
？ 

育
メ
ン
・
介
護
メ
ン
」。 

ケ 

ア 

イ
ク 

ＷＩＮＤＹ 

内
閣
府
で
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
（ 

月 

日

～ 

日
）
に
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
根

絶
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ

ボ
ン
に
ち
な
ん
で
、
全
国
の
タ
ワ
ー

や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
な
ど
を
紫
色
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
、
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

11 

12 

25 

10

0 

と

0 

7 

30 

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率

や
介
護
離
職
者
数
な
ど
を
ク

イ
ズ
形
式
に
し
た
パ
ネ
ル
で

し
た
。
な
お
、
国
は
男
性
の
育

児
休
業
取
得
率
を
令
和 

年

ま
で
に 

％
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

Ⅲ
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瀬戸市の現役ママ達が 

乳幼児を持つママ向け、親子向けへの 

防災啓発活動をしています 

■ 

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

■ 

「
ま
ま
の
わ
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
に
な
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
ま
ま
の
わ
フ
ェ
ス
タ
」
と
は
、
瀬
戸
市
内
の

子
育
て
マ
マ
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
運
営
を
す
る
、
子
育
て
世
代
に
向

け
た
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
で
一
緒
に
取
り
組
ん
だ

メ
ン
バ
ー
と
何
度
か
会
っ
て
い
る
う
ち
に
、「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
ね
」
と
い
う
声
が
出
て
、「
防
災
ま

ま
の
わ
瀬
戸
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

■ 

初
め
か
ら
防
災
の
こ
と
を
や
ろ
う
！
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
ね
。 

■ 

そ
う
な
ん
で
す
。
何
を
や
ろ
う
か
検
討
し
て
い
く
中
で
、
若
い
世
代
に

視
点
を
あ
て
て
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
小
さ
い
子
ど
も
を
も
つ

マ
マ
た
ち
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
乳
幼
児
マ
マ
向
け
の
防
災
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

■ 

活
動
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

■ 

メ
ン
バ
ー
全
員
が
災
害
を
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
他
地
域
か
ら

講
師
を
呼
ん
で
講
義
を
受
け
た
り
、
市
の
防
災
塾
に
参
加
し
た
り
、
本

を
読
ん
だ
り
…
。
情
報
収
集
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

■ 

ど
ん
な
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？ 

■ 

他
団
体
や
行
政
、
他
地
域
等
と
の
繋
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
最
近
、
他
市
か
ら
講
座
の
依
頼
や
、
防
災
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

が
欲
し
い
と
い
っ
た
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
防
災
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
る
の
で
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
活
動
に
あ
た

り
、
周
り
の
方
々
が
親
身
に
な
っ
て
助
け
て
く
れ
る
の
で
、
繋
が
り
の

大
切
さ
や
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

私
個
人
と
し
て
は
、
人
前
で
話
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
苦
手
だ
っ
た

の
で
す
が
、
講
座
や
講
演
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
、
不
器
用
な
が
ら
も

話
す
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
成
長
さ
せ
て

も
ら
え
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

■ 

マ
マ
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
男
性
に
視
点

を
あ
て
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

■ 

一
昨
年
、
乳
幼
児
と
マ
マ
し
か
家
に
い
な
い
と
き
に
災
害
が
起
こ
っ
た

ら
…
と
い
う
場
面
を
想
定
し
て
「
マ
マ
の
た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
パ
パ
も
一
緒
に
読
ん
で
、
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
パ
も
一
緒
に
な
っ
て
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
講
座
も
、
今
後
は
開
催
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

■ 

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
活
動
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
常
に
メ
ン

バ
ー
の
方
た
ち
全
員
が
参
加
し
て
い
る
の
で
す
か
？ 

■ 

立
ち
上
げ
当
初
は
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
今
で
は
ほ

と
ん
ど
の
人
が
働
き
始
め
ま
し
た
。
な
の
で
、
こ
の
活
動
が
重
荷
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
で
き
る
人
が
で
き
る
範
囲
で
や
る
！
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。「
場
所
と
時
間
に
縛
ら
れ
な
い
、
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
こ
と
は
や

ら
せ
て
！
」
「
自
分
の
資
格
を
活
か
し
て
、
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
み
た

い
！
」
と
、
で
き
る
役
割
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

■ 

ま
さ
に
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
で
す
ね
。 

メ
ン
バ
ー
の
皆
は
、
自
分
か
ら
何
か
し
た
い
、
社
会
復
帰
し
た
と
き
に
役

立
て
た
い
、
と
い
う
強
い
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
想
い
の
あ
る
「
ま

ま
の
わ
」
を
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

R1 に作成。お子さんがうまれた

世帯へ配布しています。 

 

メンバー募集中！ 

一緒に活動していただけるメンバーを募集し

ています！もちろん能力・経験不問です。 

お気軽にご連絡ください！ 

アドレス：boumamaseto@gmail.com 

救命講習の様子 

月に１回ミーティングを 

行っています 

 
Facebook や

Instagram も 

やっています♪ 

 

今
回
は
、
女
性
が
活
躍
中
の

「
防
災
ま
ま
の
わ
瀬
戸
」
の

会
長 

浅
野
由
利
子 

さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た 

Facebook Instagram 

 

mailto:boumamaseto@gmail.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令
和
二
年
度 

瀬
戸
市
男
女
共
同
参
画 

推
進
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品 

一
般
の
部 

最
優
秀
賞 

あ
た
り
ま
え 

み
と
め
あ
い
と 

さ
さ
え
あ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
坂 

菜
津
子 

さ
ん 

 

 
 

 
 

 

小
中
学
生
の
部 
最
優
秀
賞 

か
か
せ
な
い 

明
る
い
社
会
に 

誰
ひ
と
り 

 
 

 

水
野
中
学
校
一
年 

百
田 

拓
史 

さ
ん 

 

優
秀
賞 

広
げ
よ
う 

男
女
問
わ
な
い 

選
択
肢 

 
  

水
野
中
学
校
３
年 

飯
田
陽
向
さ
ん 

佳
作 

男
女
な
く 

一
人
一
人
が 

主
人
公 

 
 

 
 

 
 

幡
山
東
小
学
校
６
年 

田
伏
葵
衣
さ
ん 

佳
作 

お
互
い
の 

個
性
を
認
め 

生
き
て
い
く 

 
 

 
 

品
野
中
学
校
２
年 

海
藤
愛
里
さ
ん 

佳
作 

と
う
ち
ゃ
ん
も 

エ
プ
ロ
ン
す
が
た 

よ
く
に
あ
う 

長
根
小
学
校
１
年 

松
浦
晃
政
さ
ん 

佳
作 

せ
い
べ
つ
は 

か
ん
け
い
な
い
よ 

た
す
け
あ
い 

 

幡
山
西
小
学
校
５
年 

與
語
理
仁
さ
ん 

佳
作 
１
人
よ
り 

み
ん
な
で
や
れ
ば 

ち
ょ
う
時
短 

 
 

水
南
小
学
校
５
年 

森
響
希
さ
ん 

 

優
秀
賞 

認
め
合
い 

高
め
合
う
の
が 

良
い
社
会 

 

後
藤
誠
さ
ん 

佳
作 

 

差
別
な
し 
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

い
い
職
場 

 
 

 
 

鍋
嶋
洋
行
さ
ん 

小
中
学
生
の
部 

  
 

 
 

 

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
活
躍
し
て
い
る
社
会
を 

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
、
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
と
す
る
川
柳
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、 

た
く
さ
ん
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

厳
正
な
る
審
査
の
う
え
選
出
さ
れ
ま
し
た
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

一
般
の
部 

  
 

 
 

 



  

 

トライアングルプランⅡ 

トライアングルプランⅢ 

トライアングルプランとは… 

瀬戸市では、性別に関わりなく個人が能力

を十分に発揮できる男女共同参画社会の実

現に向け、「男女共同参画プラン(トライアン

グルプラン)」を策定しています。 

Ｒ３年度は次期プランの策定時期となる

ため、アンケート調査を実施しました。その

結果を一部抜粋してご紹介します。 

家庭

職場地域

トライ 

アングル 

男女平等は現在の社会では難しいと思う。男性

に向いている仕事、女性に向いている仕事があり、

どちらも重要である。男女共に全く同じような仕

事内容で同じような勤務体制は無理だと思う。そ

れを踏まえて、別のメリット、デメリットを考えた

上での平等性をいかにして見出すかだと思う。 

北欧等の先進事例を再確認し、ク

オータ制の導入や企業（地元）への

働きかけが、スピードアップのポイ

ントだと思う。また、子育て支援等

の社会的構造改革をしない限りは、

実現は難しいかも。さらに瀬戸市と

しての先進的モデルケース導入を、

いくつかの分野で取り入れる事が

良いと思う。 

いまだに女性が家事をする事が当たり前のまま

だとよく感じる。夫婦共働きの場合は特に、子育

て支援のサポートがもっと充実していたら良い。 

「理想として」 「現実として」 

ライフ・ワーク・バランス について

12.9 

19.0 

3.7 

9.2 

37.9 

15.3 

29.2 

18.0 

32.3 

33.5 

10.3 

24.3 

34.5 

30.7 

42.0 

52.1 

31.7 

25.7 

55.2 

33.3 

10.9 

26.5 

12.8 

12.4 

4.9 

5.8 

2.8 

4.3 

1.0 

3.3 

1.6 

3.7 

4.5 

1.6 

0.7 

1.3 

0.4 

3.7 

0.9 

1.3 

11.3 

11.6 

23.2 

24.0 

12.5 

17.0 

10.7 

10.0 

2.4 

2.7 

4.0 

3.6 

2.7 

3.6 

2.8 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 家庭生活（N=672）

Ｂ 職場（N=672）

Ｃ 学校教育の場

（N=672）

Ｄ 地域活動の場

（N=672）

Ｅ 政治の場（N=672）

Ｆ 法律や制度の上

（N=672）

Ｇ 社会通念・慣習・

しきたりなど（N=672）

Ｈ 社会全体（N=672）

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない・どちらとも言えない

不明・無回答

「男女の地位は平等になっていると思いますか？」 

男女平等について 

自由意見 

ＳＤＧｓでも日本はジェンダーに

ついてランクが低い。性差によって

起きる避けられない違い（出産など）

を考慮した社会をつくっていく事が

大切だと思う。 

 男女の平等感や結婚観・家庭観について  

 男女共同参画の取り組みについて  

2.8 

21.9 

2.7 

30.1 

1.5 

6.5 

29.5 

0.9 

2.1 

2.1 

0.9 

23.5 

1.2 

28.7 

1.9 

5.6 

31.2 

1.5 

2.5 

3.1 

4.7 

20.3 

4.1 

31.1 

1.2 

7.6 

27.9 

0.3 

1.7 

1.2 

0% 20% 40% 60%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

の３つのバランスをとりたい

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

34.2 

23.5 

2.1 

18.6 

2.5 

3.4 

5.2 

1.6 

6.4 

2.4 

20.1 

35.8 

1.2 

17.9 

2.2 

4.3 

4.6 

3.1 

7.4 

3.4 

47.7 

11.9 

2.9 

19.5 

2.9 

2.6 

5.5 

0.3 

5.5 

1.2 

0% 20% 40% 60%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに

優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに

優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

の３つのバランスをとっている

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

「仕事」を優先 

 

「地域・個人の生活」を優先 

「仕事」と「地域・個人の 
生活」をともに優先 

「家庭生活」を優先 

「仕事」と「家庭生活」を 
ともに優先 

「家庭生活」と「地域・個人の 
生活」をともに優先 

「仕事」と「家庭生活」と 
「地域・個人の生活」の３つの 

バランスをとっている 

家庭生活 

職場 

(Ｎ＝672) 

 

学校教育の場 

地域活動の場 

政治の場 

法律や制度の上 

社会通念・慣習 
・しきたりなど 

社会全体 

78.3 

39.9 

42.6 

57.0 

51.5 

24.7 

36.9 

56.5 

42.0 

35.4 

4.3 

3.4 

1.8 

81.5 

44.8 

43.2 

62.0 

57.4 

24.7 

41.4 

61.7 

48.8 

40.7 

4.6 

2.2 

2.2 

75.6 

35.8 

42.2 

52.6 

46.5 

24.7 

32.8 

52.3 

36.0 

30.5 

4.1 

4.4 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育所や学童クラブなど、

子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家庭参画への理解・意識改革

女性が働き続けることへの

周囲の理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

長時間労働の改善を含めた働き方の改革

職場における育児・介護との

両立支援制度の充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした

昇進などへの不利益な取扱いの禁止

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

「女性が出産後なども離職せずに働き続けるために、 

家庭・社会・職場において必要なことは何だと思いますか？」 

女性の活躍について

保育所や学童クラブなど 
子どもを預けられる環境の整備 

介護支援サービスの充実 

家事・育児支援 
サービスの充実 

男性の家庭参画への理解 
・意識改革 

女性が働き続けることへの 
周囲の理解・意識改革 

働き続けることへの 
女性自身の意識改革 

長時間労働の改善を 
含めた働き方の改革 

職場における育児・介護との 
両立支援制度の充実 

短時間勤務制度や 
在宅勤務制度などの導入 

育児や介護による仕事への 
制約を理由とした昇進などへの 

不利益な取扱いの禁止 

78.3 

39.9 

42.6 

57.0 

51.5 

24.7 

36.9 

56.5 

42.0 

35.4 

4.3 

3.4 

1.8 

81.5 

44.8 

43.2 

62.0 

57.4 

24.7 

41.4 

61.7 

48.8 

40.7 

4.6 

2.2 

2.2 

75.6 

35.8 

42.2 

52.6 

46.5 

24.7 

32.8 

52.3 

36.0 

30.5 

4.1 

4.4 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育所や学童クラブなど、

子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家庭参画への理解・意識改革

女性が働き続けることへの

周囲の理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

長時間労働の改善を含めた働き方の改革

職場における育児・介護との

両立支援制度の充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした

昇進などへの不利益な取扱いの禁止

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

2.8 

21.9 

2.7 

30.1 

1.5 

6.5 

29.5 

0.9 

2.1 

2.1 

0.9 

23.5 

1.2 

28.7 

1.9 

5.6 

31.2 

1.5 

2.5 

3.1 

4.7 

20.3 

4.1 

31.1 

1.2 

7.6 

27.9 

0.3 

1.7 

1.2 

0% 20% 40% 60%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

の３つのバランスをとりたい

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

2.8 

21.9 

2.7 

30.1 

1.5 

6.5 

29.5 

0.9 

2.1 

2.1 

0.9 

23.5 

1.2 

28.7 

1.9 

5.6 

31.2 

1.5 

2.5 

3.1 

4.7 

20.3 

4.1 

31.1 

1.2 

7.6 

27.9 

0.3 

1.7 

1.2 

0% 20% 40% 60%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

の３つのバランスをとりたい

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

2.8 

21.9 

2.7 

30.1 

1.5 

6.5 

29.5 

0.9 

2.1 

2.1 

0.9 

23.5 

1.2 

28.7 

1.9 

5.6 

31.2 

1.5 

2.5 

3.1 

4.7 

20.3 

4.1 

31.1 

1.2 

7.6 

27.9 

0.3 

1.7 

1.2 

0% 20% 40% 60%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

の３つのバランスをとりたい

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

2.8 

21.9 

2.7 

30.1 

1.5 

6.5 

29.5 

0.9 

2.1 

2.1 

0.9 

23.5 

1.2 

28.7 

1.9 

5.6 

31.2 

1.5 

2.5 

3.1 

4.7 

20.3 

4.1 

31.1 

1.2 

7.6 

27.9 

0.3 

1.7 

1.2 

0% 20% 40% 60%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに

優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

の３つのバランスをとりたい

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

34.2 

23.5 

2.1 

18.6 

2.5 

3.4 

5.2 

1.6 

6.4 

2.4 

20.1 

35.8 

1.2 

17.9 

2.2 

4.3 

4.6 

3.1 

7.4 

3.4 

47.7 

11.9 

2.9 

19.5 

2.9 

2.6 

5.5 

0.3 

5.5 

1.2 

0% 20% 40% 60%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに

優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに

優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

の３つのバランスをとっている

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）

34.2 

23.5 

2.1 

18.6 

2.5 

3.4 

5.2 

1.6 

6.4 

2.4 

20.1 

35.8 

1.2 

17.9 

2.2 

4.3 

4.6 

3.1 

7.4 

3.4 

47.7 

11.9 

2.9 

19.5 

2.9 

2.6 

5.5 

0.3 

5.5 

1.2 

0% 20% 40% 60%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに

優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに

優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」

の３つのバランスをとっている

その他

わからない

不明・無回答

全体（N=672）

女性（N=324）

男性（N=344）


